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(奥羽大 ・歯 ・口腔外科歯科麻酔)

平 成27年3月 か ら8月 ま で の 半 年 間,ア メ リ カ

の カ ル フ ォ ル ニ ア 大 学 ロ サ ン ゼ ル ス 校

(University of California Los Angeles;UCLA)

の 歯 学 部 歯 科 麻 酔科 に て,研 修 を行 っ て き た。 研

修 期 間 中 は,UCLA歯 学 部 の 小 児 歯 科 とsurgery

Centerの6階 に あ るLos Angeles Center for

Oral And Maxillofacial Surgery(LACOM)の 二

施 設 で,全 身 麻 酔 の 導 入 や 維 持 につ い て 学 び,患

者 管 理 に 関 す る さ ま ざ ま な 知 識 を得 る こ とが で き

た 。

UCLA歯 学 部 の 小 児 歯 科 で は,挿 管 を 行 わ な

い で 管 理 す る 全 身 麻 酔 方 法,す な わ ち,Open

Airway Method(OAM)の 研 究 を行 っ た 。

日本 で は,OAMに 対 し気 道 の 問 題 が 指 摘 され,

また 医 療 歯 科 保 険 の 問 題 が あ るた め,実 際 に 行 っ

て い る施 設 は 少 な い が,UCLAの 小 児 歯 科 で は

通 常 の よ うに 行 わ れ て お り,カ ル フ ォル ニ ア州 の

他 の 歯 学 部 病 院 で も一般 的 に 行 わ れ て い る 管 理 方

法 で あ る。 そ こで,UCLAの 小 児 歯 科 で 行 わ れ て

い るOAMを,使 用 薬 剤 量,安 全 性 の 面 か ら検 討

を行 っ た と こ ろ,OAMは,塩 酸 ケ タ ミン,ミ ダ

ゾ ラ ム,塩 酸 モ ル ホ ン,プ ロ ポ フ ォ ー ル の4種 類

の麻 酔 薬 剤 の 組 み 合 わ せ を工 夫 して 使 用 す る こ と



によって,日 帰 り全身麻酔を可能にすることがで

き,術 前の絶飲水食 を厳 重 に行 うことによ り,

OAMは 安全な全身麻酔管理方法 とな り得 ると考

えられた。

LACOMで は,イ ンプ ラン トケース,ア メ リ

カで問題になっている肥満患者の全身麻酔管理,

OAMを 用いた開窓牽引術や埋伏歯智抜歯術の患

者管理を学ぶことができ,加 えて,奥 羽大学では,

術後の嘔吐 ・嘔気を発現 させない工夫が必要であ

ることを認識 した。

今後,本 研修で学んだことを臨床および基礎研

究へと生かしていくことが必要である。


